
日本の海に追い風を
日本風車株式会社

求む。共創・共同開発パートナー。

ダウンウィンド風車の
　 　 国産開発を目指す

日 本 に は 大 型 風 車メー カー が 存 在しな いた め 、欧 米 や 中 国 からの 調 達 に 頼らざるを得 ず、
調 達 から運 転・保 守 の 各 段 階 にお いて様 々なカントリーリスクにさらされています。
特 に 洋 上 向 け の 大 型 風 車 は 、A I 等 を活 用した 高 度 な 制 御 システム が 必 要 であり、海 外 製 品 に 頼った
調 達 は システムのブラックボックス化 を招きすく、国 内 企 業 での 対 応 が 制 限 される可 能 性 が あります。
大 型 風 車 を国 産 化することは 、それらのリスクを排 除・低 減することで、
経 済 安 全 保 障 上 の 大きなメリットへとつ な がります。

経済安全保障のために

風 力 発 電 の 風 車 に は 、約 � ～ � 万 もの 部 品 が 使 われ ますが 、これらを日 本 国 内 で製 造することで、
風 力 発 電 にか か わる新しい産 業 が 創 出 され ます。
また 、風 力 発 電 産 業 に 関 わるサプライチェーンの 構 築 に 伴って、様 々な 分 野 、産 業 にお いて
新 た な 雇 用 が 国 内 で生 まれることが 期 待 できます。

日本の新たな産業と雇用の創出に

浮 体 式 洋 上 風 力 発 電 の 経 済 性 を高 めるた め に は 、風 車 の 大 型 化 は 必 須 であり、
またアジア 特 有 の 気 象 条 件 に 適 合 させる必 要 が あります。
日 本 の 浮 体 式 洋 上 風 力 発 電 の ポテンシャル は 高く、国 内 サプライチェーンの 構 築 とあ わ せて、
浮 体 式 と相 性 の 良 い風 車 を国 産・量 産 化することは 、日 本 の 脱 炭 素 化 を経 済 的 に 進 める
大きなキ ー となります。

経済的な脱炭素推進へ

� 枚 翼 ダウンウィンド風 車 の メリット

■  材 料 費 、工 事 費 、工 期 な ど の コ ストダウン に 寄 与

ブレードとナセルをそれぞれ
タワーへ取り付ける必要があり、
洋上での作業になると
工事費や工期が膨大に。

�枚翼

ブレードとナセルを地上で
組み付けた状態でタワーに
一括搭載することで、
工事費や工期の削減が可能。

�枚翼

■  大 型 化 しても 低 コ スト な ダウンウィンド風 車

風 風 ダウンウィンド風車では、
大型化しても低剛性でよく、
軽量化でき、設計難易度も低く
コストパフォーマンスが高い。

ダウンウインド型

タワーとブレードの干渉を
避けるため、高剛性化が必要。
コスト・重量ともに上昇するため
風車の大型化が難しい。

アップウインド型

■  浮 体 式 との 相 性 が 良く、発 電 効 率 も 良 い

風 風浮体式洋上風力発電では、
風車が傾くとブレード面が
風に対して斜めになり、
発電効率が低下します。

アップウインド型

風車全体が風下側に傾き、
ブレード面が風に正対するので、
より効率的に発電することが
できるのが特徴です。

ダウンウインド型
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パンフレットの
ダウンロードや
動画の閲覧は
こちらから。
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